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(2021－22 年度 テーマ講演)  
  

ナマステ。ロータリーの世界各地から集まった「Movers and Shakers」の皆さん、こんにち
は。地区ガバナーエレクトである皆さんは Movers(動かす人たち)であり、私は「シェカール」
です。  
今日、皆さんは、奉仕とリーダーシップの旅路において、とても大切な一歩を踏み出します。
これからの 17 ヵ月間は、皆さんの人生で最も素晴らしく、実りあるときとなるでしょう。こ
の期間を、人生で最も充実したときとすることができます。この期間には、私たちが共有する
ロータリーのビジョンに導かれながら、大きな夢に向かってくださるようお願いします。皆さ
んは、計画を立て、目標を定め、その目標を達成するようロータリアンにインスピレーション
を与えてやる気を引き出します。その目標とは、会員を増やしてロータリーの参加者基盤を広
げるという目標、そして、世界に奉仕してより大きなインパクトをもたらすという目標です。
この旅路において、皆さんは、地区のロータリアンおよびローターアクターと目標を分ちあい、
「もっと行動し、もっと成長する」ための意欲を喚起するという大きな役割を担います。これ
は、私たちを導く信念です。「もっと行動し」とは、より大きく、インパクトをもたらす奉仕
プロジェクトを意味します。「もっと成長する」とは、会員を増やし、参加者基盤を広げるこ
とを意味します。  
会員増強は引き続き、最も大きな課題です。過去 17 年以上、ロータリーの会員数は 120 万

人のまま横ばいとなっています。力を合わせて、これからの 17 ヵ月間でこれを変えようでは
ありませんか。変革者であるガバナーの皆さんには、会員増強という点で、今、ロータリー史
上最大の変革をもたらす機会が訪れています。過去 17 年間にロータリーが達成できなかった
ことを、今後 17 カ月間に達成することにチャレンジしてください。  
そんな夢は大きすぎる、とおっしゃるかもしれません。「夢は大きく」と私からお願いする

のであれば、私自身が先頭に立たなければなりません。私がインスピレーションを受けた言葉
の一つに、ジョージ・バーナード・ショーの次の言葉があります。「存在するものだけを見て、
『なぜそうなのか』と考える人もいる。しかし私は、いまだかって存在しないものを夢見て、
『なぜそうでないのか』と考える」  
ですから皆さん、夢は、2022年 7月 1 日までに会員数を 130万人に増やすことです。この信 
 
 
 

奉仕しよう   

みんなの人生を豊かにするために  

2021-22 年度 国際ロータリー会長 

シェカール・メータ 
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じられないような目標をどのように達成できるでしょうか。その答えは、「each one,bring one」、 
つまり、 今後 17ヵ月間に各ロータリアンが新会員一人を入会させるようお願いすることです。
皆さんがすべきことは、17 ヵ月間にたった一人を入会させるよう、地区のすべてのロータリア
ンにお願いするだけです。皆さんご自身が模範を示し、また地区内のクラブ会長にも模範を示
してもらうことで、これを確実にできます。全クラブのロータリアンがこれを実行すれば、そ
のそれぞれが「変革者」となり、新たにロータリアンとなる人の人生を永遠に変えることにな
るのです。  
ガバナーエレクトの皆さん、私たちは、「もっと行動する」ために「もっと成長する」必要

があります。私は常に、「超我の奉仕」というロータリーの標語に大きな感銘を受けてきまし
た。この言葉は、人びとを思いやり、分かち合うことの大切さを教えてくれました。私にとっ
て奉仕とは、自分よりもほかの人のことを先に考えることです。これについて、ロータリーで
の私自身の体験をご紹介したいと思います。  
ロータリークラブに入会したばかりの頃、手足が不自由な人のためのキャンプをクラブが実施
しました。クラブはそこで、足の矯正具や義肢、ハンドサイクルを配布しました。全会員が役
割を分担し、私の担当は、ハンドサイクルを受け取る人が、手で車輪をこぐ力があるかどうか
を確認することでした。手を引っ張ってもらい、相手の力を測るのです。私は、担当場所に立
ち、ハンドサイクルを受け取りに来る人を待っていました。すると、ある人が地を這って私に
近づいてきました。その人は足がなく、這うことしかできなかったのです。私は彼に向かって
手を差し出しましたが、その瞬間、正直なところ、私の頭にあったのはその人のことではなく、
自分のことでした。自分の清潔さや健康について考えたのです。彼の手を握りたくありません
でした。しかし、彼の手を握り、その後もやって来る人 2、3 人の手を握りながら、自分のこと
だけを考えていました。しかし、6、7人目の後に突然、この人たちが抱える苦境に共感し、彼
らの痛みと困難を感じ、自分よりも彼らのことを考えるようになったのです。その瞬間、私は、
単なるロータリークラブ会員から、ロータリアンになったのです。  
その後間もなく、もっと多くのプロジェクトに参加するようになりました。35年前、ロータ

リアンとして初めてインドの僻村に足を運んだとき、同胞たちが抱える苦境を真に理解しまし
た。彼らの家にはトイレがなく、水浴びをするのと同じ池の水を飲み、一本の樹の木陰を学校
として使い、唯一の黒板は黒いペンキを塗った壁でした。一番近い保健センターは数マイル先
で、ごく基本的な設備しかありません。私たちは、ロータリークラブを通じて、トイレを設置
し、安全な飲み水を提供し、教育システムを改善し、世界級の医療設備を整えました。しかも、
地元地域だけでなく、国中で。  
ロータリーが私の心に火をつけました。自分の身の回りを超えたところに目を向け、人類全

体を考えるようになりました。奉仕が私の生き方となったのです。多くの方々と同じように、
“奉仕とは、自分がこの地上に占める空間に対して支払う家賃である″という信条を持つよう
になりました。模範的な賃借人でありたいと思っています。皆さんも、それぞれが奉仕の機会
を見出されたことでしょう。目の不自由な人に見る力を与え、お腹を空かせた人に食べ物を与
え、ホームレスの人に住む場所を提供した方もおられるでしょう。これらは、小さな奉仕の機
会だったかもしれませんし、大規模なプロジェクトだったかもしれません。奉仕を定義するの 
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は、奉仕の規模だけでなく、奉仕に対する姿勢です。  
ガンディーはかって、電車に乗ろうとしたときに、電車が動きだして片方のスリッパを落と

してしまいました。ガンディーはとっさに、スリッパが落ちたところをめがけて、もう片方の
スリッパを投げました。彼と一緒に旅行していた友人は、こう尋ねました。「なぜ投げたんだ
い?」。ガンディーはこう答えました。「あのスリッパを誰かが見つけるだろう。片方だけでは
役に立たたないから、もう片方も投げたのだよ」。これはささやかな奉仕の行為ですが、その
姿勢は見事だと思います。私たちは、自分よりも先に人のことを考える心構えがあるでしょう
か。ロータリアンである私たちにとって大切なのは、それだけです。  
ロータリアンが過去 35 年間にポリオ根絶や人類への奉仕のために数十億ドルもの資金や多

大なボランティア時間を費やしてきた理由に、それ以外のことがあるでしょうか。何千という
学校や何百という病院を整え、干上がった村に水を提供し、家庭にトイレをつくって尊厳を取
り戻し、何万という子どもの心臓手術を通じて命という贈り物をしてきた理由に、それ以外の
ことがあるでしょうか。ロータリアンが奉仕し続けるのは、人びとの人生を豊かにしたいとい
う願いからです。ネパールでのあるプロジェクトでは、数千人もの人生がより豊かになり、ア
フリカでの家族保健プログラムと、ハイチでの水プロジェクトでは、それぞれ一千万人以上の
人生がより豊かになりました。私の母国インドでは、識宇と教育の T-E-A-C-H プログラムで、
何百万もの子どもの人生にインパクトを与えました。  
皆さんの多くが、このような奉仕プロジェクトで大切な役割を担われ、人びとの人生をより

豊かにしてきたでしょう。奉仕のニーズがあるからこそ、皆さんは奉仕してこられたのです。
今日、奉仕のニーズはさらに高まり、明白になっています。ですから、変革者であるガバナー
の皆さん、来るロータリー年度には、人びとのために奉仕し、その人生をより豊かにするため
に援助していただけるよう、切にお願いいたします。この理由から、2021-22 年度の私たちの
テーマは、「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」(Serve to Change Lives)といたしま
す。  
皆さんご自身が模範を示し、持続的なインパクトをもたらすプロジェクトへのロータリアン

とローターアクターの参加意欲を引き出してください。ほかのロータリアンや、他団体、企業
と手を取り合い、地域社会にインパクトをもたらすプロジェクト、国や世界の人びとの人生を
豊かにするプロジェクトを実施してください。ガバナーとしての役目が終わるとき、皆さんは、
ご自身のリーダーシップ、ご自身がロータリアンとローターアクターに与えたインスピレーシ
ョンのおかげで、会員による奉仕を通じて世界が前よりもっとよくなったと感じるはずです。  
奉仕するとき、誰かの人生だけでなく、自分の人生も豊かになります。インドの偉大な思想

家の一人であるヴィヴェーカーナンダは、こう言いました。「誰かを助けるとき、その人に恩
を施していると考えないでください。実際には、その人たちがあなたに恩を施しているのです。
私たちが世界から授かった恩恵への恩返しをする機会を与えてくれているのです」。ヴィヴェ
ーカーナンダはさらに、次のような見事な言葉を加えました。「人生では、与える者、奉仕す
る者になりなさい。ただし、与えるときも奉仕するときも謙虚になり、ひざまずいて『与えさ
せていただけますか』『奉仕させていただけますか』とお願いする気持ちになりなさい」  
ほかの人のために生き、世話をし、奉仕することで誰かの人生を豊かにすることは、自分の人 
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生の最高の生き方です。アルバート・アインシュタインが言ったように、「誰かのために生き
てこそ、人生には価値がある」のです。  
奉仕イニシアチブに取りかかるにあたり、次年度の焦点は「女子のエンパワメント」となり

ます。ロータリーの中核的価値観の一つは「多様性」です。ロータリーのDEI(多様性、公平さ、
開放性)に対する信念を表した公式声明もあります。多くの場合、女子は不利な立場に置かれる
ことが多く、私たちが女子のエンパワメントに取り組むことが重要です。ロータリーはすべて
の子どもに奉仕しますが、特に「女子」に焦点を当てます。世界各地で女子は多くの問題に直
面しており、リーダーである皆さんは、こうした女子が抱える問題にロータリーが取り組み、
それを和らげるように導くことができます。  
「もっと行動し、もっと成長する」ための会長イニシアチブが計画されています。世界各地

で、7 つの重点分野に焦点を当てた 7 回の会長主催会議が開催されます。また、すべてのロー
タリークラブとローターアクトクラブが、ロータリアンとローターアクター、そして一般市民
の参加を促すための「ロータリー奉仕デー」を実施することができます。ご自宅に最も近い場
所で開催される会長主催会議にご参加いただくとともに、「ロータリー奉仕デー」に参加する
よう全クラブに呼びかけてください。ローターアクターとインターアクターにも参加してもら
いましょう。ロータリークラブによる何千もの「ロータリー奉仕デー」を通じて、ロータリー
の活動を世界に紹介しようではありませんか。  
変革者であるガバナーの皆さん、ポリオ根絶活動、新型コロナウイルスとの闘い、大きなイ

ンパクトをもたらすプロジェクトに取り組み、かつ会員数を史上初めて 130 万人にするという
課題は、チャレンジに満ちています。このチャレンジに、皆さんの意欲は駆り立てられるでし
ょう。挑戦に立ち向かうのがロータリアンだからです。船は港にいれば安全ですが、船の目的
は港にいることではありません。海に出てこそ、船の目的が成就されます。変革者の皆さん、
人生とは冒険であり、メンテナンスではありません。  
  
最後に、テーマについて私が書いた詩をご紹介したいと思います。  

授けられた最大の贈り物は誰かの人生に触れる力  
変える力  
違いをもたらす力 
めぐりゆく命の中で手を、心を、魂を差し伸べるなら魔法が起こる  
歯車が回りだす…  
ともに歯車を回そう  
全人類の繁栄のために  
私たちには力と魔法がある  
奉仕しよう…みんなの人生を豊かにするために…  

  
皆さんがどこでこの演説をお聞きになっていても、ここで皆さんに、胸に手を当て、私と一

緒に宣誓していただきたいと思います。 
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「私たちには、奉仕し、みんなの人生を豊かにする力と魔法があります」  
  
変革者の皆さん、準備は整っていますか?大きなチャレンジに立ち向かう準備ができていま

すか?奉仕する準備ができていますか?みんなの人生を豊かにする準備ができていますか? 私は
準備ができています。皆さんも同じでしょう。ともに奉仕し、みんなの人生を豊かにしていこ
うではありませんか。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021-22 年度ＲＩ会長プロフィール 

 

 
1984 年にロータリークラブ入会。RI 理事、各種委員会の委員と委員長、ゾーンコーディネータ

ー、研修リーダー、ロータリー財団専門家グループメンバー、地区ガバナーを歴任。ロータリー財

団（インド）の理事長も務める。  
超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞を受賞。  

  ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。  
 

会計士であり、自身が設立した不動産開発会社「Skyline Group」の会長。 

カナダを本拠とする「Operation Eyesight Universal (India)」のディレクター。  
  

災害救援に熱心に携わり、シェルターボックス（英国）の管理委員も務める。2004 年のインド

洋大津波の際には、被災した家族のために 500 戸近い家屋の建築を支援。  
  

南アジアで 1,500 件以上の心臓外科手術を行ったプログラムを立ち上げる。インド全土での識

字率向上をはかる「TEACH プログラム」の創設にもかかわり、このプログラムを通じて何千もの学

校に支援を提供。  
 

シェカール・メータ              

インド（西ベンガル州） 

Calcutta-Mahanagar ロータリークラブ所属 
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ガバナーメッセージ 
 
                

 
                      Let’s  Enjoy  Rotary  Life  

「ロータリーライフを楽しもう」 
 

                    国際ロータリー第２８３０地区  

2021-22 年度ガバナー  成 田  秀 治  

 
2021-22 年度ガバナーを仰せつかった、五所川原イヴニングロータリークラブの成田秀治

です。7月 1日よりロータリーの新年度がスタートしました。  
 まずは、源新和彦直前ガバナーの１年間のご苦労とご活躍に対して心より敬意と感謝を申
し上げます。新型コロナウイルスの感染により、行動や集会が制限され、困難を感じたこと
と思いますが、地区スローガンの「信じ合おう」は、地区内のロータリアンひとり一人が信
じ合うことの大切さを改めて問いかけられた事と思います。今後は、パストガバナーとして
私どもに対して引き続きご指導ご助言を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  
 さて、2021-22年度ＲＩ会長テーマは「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」
（ Serve to Change Lives ）です。ほかの人のために生き、世話をし、奉仕することで誰かの
人生を豊かにすることは、自分の人生の最高の生き方です。奉仕は誰かの人生ではなく、自
分の人生も豊かにすると力説されました。奉仕のニーズはさらに高まった今日、人々のため
に奉仕し、その人生をより豊かにするために援助しようということです。  
ＲＩ会長テーマを受けて、今年度の地区スローガンは「ロータリーライフを楽しもう」

（ Let’s Enjoy Rotary Life ）にしました。  
奉仕するにも、誰かの人生を豊かにするにも、自分の人生を豊かにするにも、会員を増

し、参加者の基盤を広げるにしても、まずは自分自身でロータリーを楽しまなければ、すべ
てが始まりません。自分でロータリー人生を楽しんでいれば、きっと相手にロータリーのす
ばらしさが伝わると信じています。皆さんと共に「ロータリーライフを楽しもう」と思って
います。  
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《地区目標》 

１.公共イメージ向上（テレビＣＭ、ＳＮＳの活用）  

２.退会防止と会員増強（ひとりが一人に声を掛ける）  

３.「ロータリー奉仕デー」・「世界ポリオデー」イベントの実施  

４.新クラブの設立(衛星クラブ，ハイブリッドクラブ，活動分野に基づくクラブ)  

５.ローターアクトクラブ（６クラブ）の会員増強  

６.デジタル化への対応（My rotary 登録率 70％ ）  

７.ロータリー賞への挑戦（10クラブ以上）ロータリークラブ・セントラルから自己報

告方式  

８.財団寄付：年次基金 150 ドル/人，ポリオプラス 30 ドル/人（寄付ゼロクラブゼロ）  

９.米山記念奨学会寄付：特別寄付１万円/人，普通寄付３千円/人（寄付ゼロクラブゼ

ロ）  
  
公式訪問は、7月 13日の八戸北ロータリークラブからスタートして、10 月 14 日の五所川

原イヴニングロータリークラブまで地区 40 クラブにお伺いします。  
 基本的には対面式での訪問といたしますので、9 月 30 日まではクールビズで伺います。会
員の皆様もクールビズでの対応でお願い致します。なお、公式訪問をオンラインで希望され
る場合には事前にお知らせ下さい。  
 クラブ会長始め会員の皆さんにお会いすることを楽しみにしています。皆さんと共に行動
し、ロータリーライフを楽しみたいと思っていますので、これからの１年間ご支援とご協力
を宜しくお願い申し上げます。  
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種差海岸ゴミ拾い活動 
 

社会奉仕・職業奉仕委員会 委員長 花田 勝彦 
 

2021 年 6 月 5 日国立公園種差海岸で、地区内ロータリアンとローターアクター20 名が集ま
り、海岸の清掃活動を行いました。主に八戸地区のロータリアンの皆様には、ご参加いただき、
この場合を借りて感謝申し上げます。  
今回の活動は、源新年度の地区社会奉仕・職業奉仕委員会の重点目標として掲げられた「若

年層にインパクトを与える活動の支援」を実現するためでした。  
今年の１月から、地区内６つのローターアクトのメンバーと、主に ZOOM と LINE でどの

ような活動をどのように行うのかについて、何度も打合せを重ねてきました。  
東日本大震災 10 年の節目ということで、種差海岸での清掃活動を中核としたプランは早い

段階からイメージできていましたが、春先からの地区内の新型コロナウイルスの感染状況の悪
化により、一度予定していたスケジュールの変更や、活動の縮小を余儀なくされました。職場
や大学のサークル活動の制約から、当日参加できないローターアクターが多数いたのは残念な
ことでした。  
それでもローターアクトのメンバーが主体的に活動を計画して、おそろいの coolなウインド

ブレーカーを作ったり、ゴミ拾いをチーム対抗戦にするなど、それぞれが活動を楽しみながら
準備を進めることができたと思います。  
また、当日は、屋外での活動ゆえ、感染対策は比較的容易で、しっかり行うことができたと思
います。  
３チームに分かれて約１時間半実施したゴミ拾いの成果は、何と 27kg!  
清々しい初夏の午前中、ローターアクター達と一緒に活動したことは、ロータリアンにとっ

ても大変有意義で刺激を受けたと思います。  
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八戸南ロータリークラブ『よろず相談』 
 

八戸南ロータリークラブ 
職業奉仕委員長 伊 藤   斉 

 
よろず相談は八戸南ロータリークラブ第20代橋本精二会長年度に大澤会員の発案で始まり、

以来八戸南ロータリークラブの奉仕活動の要として継続し先日「第 27 回よろず相談」を無事
開催終了いたしました。  
 よろず相談とは読んで字のごとく様々な相談事を承るということで、様々な職業人の集  
まりである我々ロータリークラブの特性を活かし八戸市民の悩み事にこたえております。  
ポスターやチラシのほかに八戸市の広報や新聞(デーリー東北)、地元のラジオ(Be FM)などで
の告知を行い、当日は新聞社に取材に来てもらい活動内容を新聞紙面に掲載していただいてお
ります。  
相談事は多岐にわたり法律相談、医療相談、税務相談、人生相談など等様々ですが、それぞれ
その分野の専門家である会員が丁寧に対応しています。もちろん無料です。  
 始めたころはこのような事業は他ではほとんどありませんでしたが、最近では色々な所で悩
み事相談を受ける場が増え相談件数も少なくなってきて我々の使命も終わったのかと思った
時期もありましたが、毎年 10 数件の相談者が途切れることはなく、必要とされている限り続
けていきたいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        ラジオ『Be FM』で告知を行いました 
 
                        
 
 
 
                       
 
                        2021 年 6 月 12 日 
                        『デーリー東北』朝刊 
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 『愛宕公園 時計台贈呈式』を行いました 
 

野辺地ロータリークラブ 
2020-21 年度会長 須 藤   朗 

 
この時計台は、野辺地ロータリークラブが 1995年（平成 7 年）に創立 30 周年を迎えた時

にその記念事業の一つとしてこの時計台を寄贈したのでした。 
以来 26年の月日が経過し、劣化が激しくなってサビがひどくなったり、時計の下部に穴が

開いたりしていました。時刻は正確に刻んではいましたが、いずれ近いうちにダメになるだ
ろうという感じになっておりました。寄贈したものといえ、どうしたものかと気になってお
りました。ロータリークラブの看板も付いていることなので、再生したいと思い会員の皆さ
んにお諮りしましたところ「再生しましょう」「やりましょう」ということになりまして、こ
のような運びとなった次第です。 
今後は、愛宕公園とこの時計台が「町民憩いの場」として末永く愛され、また気持ちよく

利用されることが私たちの望むところであります。 
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2021年 6月 18日                2021 年 6 月 13 日 
     『デーリー東北』朝刊               『東奥日報』朝刊 
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  大西 透信 

   （青森） 

  5 月 20 日入会 

 

 江里口 和雅 

   （青森） 

 5 月 20 日入会 
 

 

  太田 竜介 

 （八戸中央） 

  5 月 10 日入会 
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  会員動向 

《 2021 年 5 月 》 

 

【入会者】 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【退会者一覧】  

クラブ名 氏名 退会日 

青森 小野 和寿 5 月 31 日 

八戸中央 中村  勉 5 月 24 日 

 

 

 

  髙木 雄平 

  （黒石） 

  5 月 6 日入会 

 

  永澤  信 

  （八戸） 
  5 月 19 日入会 

 



  花田 勝彦 

 （五所川原） 

   PHF+3 
 

 

 

  新田 淳也 

  （八戸中央） 

    PHF+2 
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【ご逝去会員】  謹んでご冥福をお祈りいたします。 

        

  

    

 

 

     

                     高橋 竹美（青森北東）  

                   5 月 23 日ご逝去 

 

【ロータリー財団寄付】 

 

 

 

 

 

 

             

                      

 

 

           【米山記念奨学会寄付】 

              ＜米山功労者＞ 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                      

                               

 

 
 

  円子 徳通 

 （おいらせ） 

    PHF 

 

  中村 俊明 

 （おいらせ） 

   第 1 回 
   

 

  小金平 育男 

   （八戸北） 

   第 1 回 
   

 

   源新 和彦 

  （八戸北） 

   第 5 回 

   ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ 
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2021年5月会員数の増減及び出席率表　

前月末
会員数

入会 退会
5月末
会員数

女性
会員数

期　首
会員数

入会
累計

退会
累計

むつ 2 70.00

むつ大畑R衛星

野辺地 3 93.00 15 0 0 15 2 16 0 1 100.00

七戸 2 67.50 12 0 0 12 2 13 0 1 41.67

大畑 0 0 0 7 0 7

東北 3 60.00 16 0 0 16 2 15 1 0 93.75

むつ中央 3 61.00 23 0 0 23 0 24 0 1 13.04

六ケ所 3 66.00 30 0 0 30 0 32 1 3 37.04

7クラブ小計 149 0 0 149 8 151 13 15

三沢 1 45.50 24 0 0 24 0 25 1 2 37.50

十和田 3 83.00 36 0 0 36 8 35 1 0 27.78

十和田東 4 87.00 27 0 0 27 2 27 1 1 51.85

おいらせ 3 62.00 9 0 0 9 1 9 0 0 44.44

三沢東 2 71.50 36 0 0 36 5 36 0 0 33.33

十和田八甲 3 87.76 88 0 0 88 3 82 9 3 31.82

6クラブ小計 220 0 0 220 19 214 12 6

五所川原 3 57.53 54 0 0 54 6 54 1 1 66.67

金木 3 78.00 13 0 0 13 2 12 1 0 7.69

鰺ヶ沢 2 64.20 14 0 0 14 2 14 0 0 35.71

鶴田 3 58.33 8 0 0 8 1 8 0 0 37.50

五所川原中央 4 67.23 29 0 0 29 1 29 1 1 37.93

つがる 3 68.81 31 0 0 31 0 30 1 0 25.81

五所川原イヴニング 2 43.30 30 0 0 30 7 29 1 0 46.67

7クラブ小計 179 0 0 179 19 176 5 2

弘前 4 76.60 47 0 0 47 3 45 4 2 38.30

弘前東 3 83.30 9 0 0 9 3 9 0 0 55.56

板柳 1 100.00 12 0 0 12 0 12 0 0 33.33

黒石 4 73.00 19 1 0 20 3 18 2 0 65.00

大鰐 3 75.00 10 0 0 10 0 9 1 0 30.00

弘前西 2 100.00 28 0 0 28 3 30 0 2 75.00

平賀・尾上 0 12 0 0 12 0 12 0 0 25.00

弘前アップル 2 30.00 22 0 0 22 3 22 0 0 63.64

8クラブ小計 159 1 0 160 15 157 7 4

青森 2 100.00 88 2 1 89 5 84 14 9 74.44

青森北東 2 73.90 26 0 1 25 3 26 1 2 68.00

青森中央 2 71.40 7 0 0 7 1 7 0 0 42.86

青森モーニング 2 59.50 21 0 0 21 2 20 1 0 47.62

4クラブ小計 142 2 2 142 11 137 16 11

八戸 4 78.20 60 1 1 60 0 60 5 5 45.00

八戸東 4 100.00 50 0 0 50 0 51 2 3 60.00

三戸 3 96.00 9 0 0 9 0 11 0 2 100.00

五戸 3 72.70 11 0 0 11 0 14 0 3 63.64

南部 2 95.00 10 0 0 10 0 10 0 0 50.00

八戸北 3 61.30 43 0 0 43 10 41 2 0 45.34

八戸南 3 79.10 35 0 0 35 1 33 2 0 82.86

八戸中央 4 55.00 22 1 1 22 5 22 1 1 47.83

八戸西 0 35 0 0 35 18 33 3 1 41.67

9クラブ小計 275 2 2 275 34 275 15 15

1,124 5 4 1,125 106 1,110 68 53

期首会員数は2020年6月末会員数です

7月1日の会員数は1,117名です

5月末現在の入退会人数です

合　計

東
第
一
グ
ル
ー

プ

東
第
二
グ
ル
ー

プ

西
第
一
グ
ル
ー

プ

西
第
二
グ
ル
ー

プ

中
グ
ル
ー

プ

南
グ
ル
ー

プ

グ

ル
ー

プ

クラブ名
例
会
数

出席率
％

正会員数

53 0 0 53

My Rotary

登録率
％

2 44 11 2 22.64



月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （木） 第１回ガバナー会議/ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 （Zoom+YouTube）

2 （金）

3 （土）

4 （日） 全国青少年交換委員長・危機管理委員長合同会議 （対面+Zoom）

5 （月）

6 （火）

7 （水）

8 （木）

9 （金）

10 （土）

11 （日）

12 （月）

13 （火） ガバナー公式訪問　八戸北RC 八戸プラザホテル

14 （水）

15 （木） ガバナー公式訪問　三沢東RC きざん三沢

16 （金）

17 （土）

18 （日）

19 （月） ガバナー公式訪問　青森中央RC ホテル青森

20 （火） ガバナー公式訪問　十和田RC 十和田俱楽部

21 （水） ガバナー公式訪問　おいらせRC レストランカワヨグリーンロッヂ

22 （木） 海の日

23 （金） スポーツの日

24 （土）

25 （日）

26 （月） ガバナー公式訪問　弘前RC ホテルニューキャッスル

27 （火） ガバナー公式訪問　板柳RC 板柳町商工会

28 （水） ガバナー公式訪問　五所川原RC ホテルサンルート五所川原

29 （木） ガバナー公式訪問　八戸南RC 八戸パークホテル

30 （金）

31 （土） 地区ロータリー財団セミナー Zoom

2021年7月

地区行事予定
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会員増強・新クラブ結成推進月間

月　日 曜　日 内　　容 会　　場

1 （日）

2 （月） ガバナー公式訪問　鶴田RC 鶴田町役場国際交流会館

3 （火） ガバナー公式訪問　野辺地RC 野坂ビル2F

4 （水）

5 （木） ガバナー公式訪問　八戸西RC きざん八戸

6 （金）

7 （土）

8 （日） 山の日

9 （月） 振替休日

10 （火） ガバナー公式訪問　つがるRC つがる市森田農村環境改善センター

11 （水） ガバナー公式訪問　青森北東RC ホテル青森

12 （木）

13 （金）

14 （土）

15 （日）

16 （月）

17 （火）

18 （水）

19 （木）
ガバナー公式訪問　七戸RC
ガバナー公式訪問　三戸RC

七戸商店会協同組合　2F
田岩本店

20 （金）

21 （土）

22 （日）

23 （月） ガバナー公式訪問　弘前アップルRC 弘前総合学習センター

24 （火） ガバナー公式訪問　平賀・尾上RC 南田温泉ホテルアップルランド

25 （水）

26 （木）
ガバナー公式訪問　弘前西RC
ガバナー公式訪問　鰺ヶ沢RC

ホテルニューキャッスル
水軍の宿

27 （金）

28 （土）

29 （日）

30 （月） ガバナー公式訪問　八戸中央RC 八戸プラザホテル

31 （火） ガバナー公式訪問　三沢RC きざん三沢

2021年8月

地区行事予定
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